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編集担当より
湿度が高いと、身体からの放熱が妨げられ、熱中症のリスクが高

まります。湿度が85%を越えている場合は26℃程度でも熱中症の警

戒が必要とされており、湿度は気温よりも重要な要因となるので気

をつけましょう。

高湿度の環境では、こまめに水分と塩分を補給し、頭に熱がこ

もったような不快感や吐き気等の体調不良を感じたら、エアコンの

除湿機能等を活用して湿度を適正になるまで下げましょう。

編集担当：管理室

社長 太田 聡

２０２５年も半分が過ぎ７月に入りました。

例年ですと６月中旬頃から梅雨に入り７月中旬頃に梅雨明けし、夏本番を迎える事となるのですが、今年は梅雨に

入っても比較的晴れ間があり３０℃以上の真夏日が続く日もあったため、６月にもかかわらず梅雨明けしたのではと

思う日がありました。ただ６月終盤は梅雨特有の蒸し暑い日がありましたので、７月に入っても梅雨らしい日がある

のではと思います。

昨年もそうでしたが、梅雨の晴れた日に気温が高いと草の成長がとても早く、２週間も経てば膝近くまで伸びてい

る事があります。特に昨年は週末に雨が降る事が多く、草刈りが翌週になり、気付けば１ヶ月近く経ってしまい、草

刈りのタイミングを逃した草は、結局、腰近くまで伸びて大変な事になってしまいました。草の成長が頼もしくも思

えましたが、今年も草刈りには悩まされそうです。

梅雨が明ければ夏本番となりますので、社員の皆様には熱中症には十分気を付けて頂き今月も引き続きご協力をお

願いします。

それでは今月１ヶ月間よろしくお願いします。

梅雨時期
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【現場における熱中症対策②】

編集担当：管理室 外山

熱中症のおそれのある者を発見

作業離脱、涼しい場所で身体を冷やす

意識の異常等確認

水分・塩分を自力で補給

経過観察

救急車要請

医療機関への搬送

回復後に急変して症状が悪化するケースがあるため、警戒すること

異常等あり

異常等なし

できる

できない

回復

回復

熱中症が疑われる症状例
【他覚症状】

ふらつき、生あくび、失神、大量の発汗、痙攣等

【自覚症状】

めまい、筋肉痛、筋肉の硬直、頭痛、不快感、

吐き気、倦怠感、高体温等

「意識の有無」だけで判断するのではなく、普段と様子

がおかしい場合も異常等ありとして取り扱うこと。

回復しない

そのまま安静にして休息をとり、帰る

熱中症の治療には水分

と塩分（ナトリウム）の

補給が重要です。

緊急だと判断したら「119番」で救急車要請を。救急

車要請すべきか判断に迷う場合は「＃7119番」で繋

がる救急安心センターに相談しましょう。

救急車が到着するまでの間に応急処置を始めましょ

う。

呼びかけへの反応が悪い場合には無理に水を飲ませ

てはいけません。

涼しい場所で服をゆるめ身体を冷やします。

※首、脇の下、脚の付け根の冷却が効果的です

環境省「熱中症環境保健

マニュアル2022 」より

各拠点に同様のフローを

掲示してあります。

ご確認ください。


